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序文：言語接触における経済とアイデンティティ 
中川 裕 
 
 複数の言語が接触するとき、その相互作用と変容に関わる力の原理は、大きく見て経済
とアイデンティティに基づくものに還元できる。異なる言語話者同士がコミュニケーショ
ンを行わなければならないのは、まず第一にそこで様々な情報、物品、あるいは人間その
ものの交換を行う必要のある場合だと言える。お互いの所有物の交換はすなわち経済活動
であり、そのための相互のコミュニケーションは、お互いの利益を損なわないようになる
べく円滑に行われた方がよい。そしてそのためには、それぞれの言語はできるだけ共通の
形をとるほうがよいことになる。 
 その一方で、人は自分および自分の所属しているグループを、なんらかの形で他者と区
別しようとする。それは服装や儀礼や、あるいは他者を遮断する空間の設定などでも示さ
れるが、言語もまたそういったことの実現に用いられる。その場合には、経済活動とは異
なり、他のグループと何らかの形で違う言葉使いをすることによって、自分のアイデンテ
ィティを確認し、また他者に認識させようとする。 
 この二種の力は、どちらか片方だけが働くということはなく、常にせめぎ合いながら、
そこで用いられる言語の姿を変容させていく。 
 ひとりの個人においても、どのような集団に属している人とコニュニケーションするか
によって、使う言葉の変種は切り替えられるのが普通である。ある場合には、その集団に
対する帰属意識、あるいは帰属したいという意識を表せるような変種が選ばれ、またある
場合には逆にその集団に属していないことを示すために変種が選択される。東京にいる時
には日常的に共通語を使ってる人が、同郷の知人と会うと、故郷の方言に切り替えて話す
というのは前者の例であり、相手が故郷の言葉に切り替えているにも関わらず、自分は共
通語で応対を続けるとすれば、後者の例と言うことになろう。 
 中学生や高校生が自分たちのグループの中だけで理解しあえる表現を次々に生み出して
いくのは、仲間以外にはわからないような言い方をすることによって、自分たちのアイデ
ンティティを確認しあい、かつそれ以外のグループ（たとえば大人）と自分たちの間に壁
を作りたいという力が働くからであるが、それが彼らの世代において特に盛んに見えるの
は、彼らと彼らの外の社会との経済的な関係が希薄だからである。企業などに就職し社会
的な経済活動の中に組み込まれると同時にその言葉は均されていき、特殊な言葉遣いを作
り出す力は衰えていく。 
 国や地方政府が行う言語政策というものも、おおかたこの二つの原理によって支配され
ていると言ってよい。かつて、北海道を松前藩が支配していた時代には、松前藩は現地の
アイヌ人が日本語を学ぶことをよしとせず、蝦夷通辞と呼ばれるアイヌ語通訳を通じなけ
れば和人とアイヌ人が言語的なコミュニケーションを行えないようにした。これは、ひと
つにはアイヌ人が直接松前藩関係者以外―特に幕府の役人などに、松前藩の不正などを訴
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えるということを防ぐためだったと言われるが、ひいては松前藩のアイヌ人に対する独占
的な経済搾取状態を維持するためだったと考えてよい。 
 それが、特に 1789 年のクナシリ・メナシ蜂起をきっかけに、幕府が松前藩から北海道を
取り上げ、直轄地とした際には、一転して同化政策を行い、アイヌ人に日本語の名を名乗
ることを強要し、日本語の学習を奨励するようになった。これは当時ロシア人が南下政策
を行い、日本への侵略を計画しているという疑惑から、アイヌ人に日本人としてのアイデ
ンティティを持たせて、ロシア側につくことを防ぐためであった。すなわちアイデンティ
ティを利用して、経済的な権益を守ろうとした政策であったといえる。ただし、日本人は
歴史上、他民族に対して何度もこのような同化政策を行ってきたが、そのたびにむしろそ
の民族集団の自尊心を刺激し、彼ら自身のアイデンティティを強化する結果になっている
ことが多く、この直轄時代の同化政策についても、実質的にほとんど効果がなかった。そ
して、ロシアの脅威が無くなるとともに、またもとの松前藩の政策に戻ってしまった。 
 国家が標準語を制定し、国内の方言話者や少数言語話者にも、その統一的な言葉で言語
活動を行うことを強要するのは、ひとつにはそれによって経済効率を高めるというのが目
的であり、もう一方ではそれによって同じ国家に属するものとしてのアイデンティティを
確立するのが目的である。ユーゴスラヴィアというひとつの国家の中で、ひとつの言葉―
少なくともひとつの言葉のごく近い変種同士として扱われていたセルボ・クロアチア語が、
ユーゴスラヴィア崩壊後、セルビア語とクロアチア語という別の言語としてお互いが主張
し合うようになるのは、国家・宗教・民族というものに結び付けられたアイデンティティ
の問題である。一方で、英語が世界共通言語として用いられる度合いが、近年ますます強
くなっているのは、まさしく経済的な要因によるものであり、ひとつにはインターネット
の普及がアメリカを中心に行われたからでもある。 
 このようにミクロな領域においてもマクロな領域においても、働く原理は共通だと言え
るのだが、そのふたつの原理の関係は時に合致し、時に相反するものとなって、状況や時
間とともに変化していく。同じような環境にあるふたつの言語を取り上げても、その社会
言語学的な状況は必ずしも同様のものだとは限らない。 
 本報告書では、ふたつの国家における言語接触状況がとりあげられている。ひとつは中
国におけるモンゴル語と漢語の関係であり、もうひとつはスリランカにおけるシンハラ語、
タミル語、そして英語の関係である。 
 モンゴル語は中国国内において公式に認定されている５５の少数民族の言語のひとつで
あるが、アイヌ語やニヴフ語といったいわゆる消滅危機言語の実態を調査してきた筆者の
目から見れば、少数言語といってもそれらとは全く異なる状況にある。そのひとつは、モ
ンゴル語が完全に「生きた言語」として日常的に話されているという点であり、また、モ
ンゴル語を国家語として機能させているモンゴル国が、隣接して存在しているということ
である。中国国内のモンゴル人の特に若い層は、多くの人が漢語を流暢に話し、モンゴル
語とのバイリンガルとなっているようだが、本書のイリチ氏の報告でわかるように、モン
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ゴル語自体に占める漢語的要素は、彼らが圧倒的多数の漢語話者が支配する国家の少数民
族であることを考えると、驚くほど少ないと言ってよい。 
 そのことは日本語における漢語要素の浸透度を考えればすぐに了解できるだろう。日本
語の語彙は半数以上が漢語起源であると言われているが、数詞体系や造語法などにも漢語
の要素は深く浸透しており、漢語起源の要素を用いずに日本語を話すことは、もはや不可
能な状態になっている。日本が漢族の支配下におかれたことは、歴史上一度もなかったに
もかかわらずそのような言語状況であるということは、国家と言語の関係を考えるにあた
って重要なことである。 
 このような状況は、中国内モンゴル族が言語的アイデンティティの喪失に危機意識を持
っていることを明確に示している。今年度の「ユーラシア少数民族伝承論」のゼミで、イ
リチ氏とムンクバト氏の共通した意見として、「モンゴル人は改まった場所ではなるべく漢
語を使わないようにして話す」「家庭内では同じ表現でも漢語を入れて話すことがある」と
いう話があった。つまり、漢語を多用するということは、モンゴル人としての威信にかか
わることだという意識があるのである。あらたまればあらたまるほど、普段使わないよう
な漢語を多用する傾向のある日本語と比較すれば、モンゴル語のこうした特異点が了解さ
れるであろう。 
 イリチ氏がモンゴル語における漢語要素の浸透を問題にしているのに対し、ムンクバト
氏の論考は、民族学校における、モンゴル人子弟に対するモンゴル語、漢語、および英語
教育の割合を問題にしている。ムンクバト氏の懸念しているのは、漢語の影響によるモン
ゴル語の変容ということよりも、むしろ言語の取り換えである。たしかに、言語の消滅は、
一般に多数言語の要素が少数言語側に徐々に浸透していって、次第に言語の形を変貌させ
ることによって起こるのではなく、一方の言語からもう一方の言語にいっきに乗り換える
ことによって起きると言ってよい。日本語がいかに漢語の影響を受けても、日本人はそれ
を日本語だと感じ続けているわけであり、英語からの借用語がいかに氾濫していたとして
も、日本人が英語を話せるようになったわけではない。接触による言語の変容と、バイリ
ンガリズムと、言語取り換えは、お互いに関連はするが、それぞれ別の問題なのである。 
 イリチ氏とムンクバト氏の論考が、多数言語である漢語と少数言語であるモンゴル語の
一対一の関係を問題にしているのに対し、ディサーナーヤカ氏の取り上げるスリランカに
おける言語状況は、より複雑である。スリランカでは多数言語としてシンハラ語が、少数
言語としてタミル語が話され、それ以外の言語話者はアラビア語話者などごくわずかであ
る。このような場合には少数話者であるタミル語話者が、多数言語であるシンハラ語を学
ぶという形になるのが、多くの国で見られる現象だが、スリランカではシンハラ語よりさ
らに「威信」の高い言語として、英語が日常的に用いられる。もともと現地の母語ではな
い宗主国の言語を共通語として用いるという現象は、お互いに通じない言語を多数の抱え
るアフリカやアジアの国々に少なくないが、基本的にふたつの言語しか話されていない地
域で、そのどちらでもない第 3 の言語を公用語として用いているというのは、スリランカ
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の大きな特殊性と言ってよい。そのために、多数者であるはずのシンハラ語話者同士でも、
英語で会話がなされている場合があるという状況が、ディサーナーヤカ氏によって報告さ
れている。タミル語話者の中には、多数者の言語であるシンハラ語ではなく、英語を学ぼ
うとする人たちがいることも報告されている。さらに、激しい民族対立を緩和させる政策
として、シンハラ語話者に対してもタミル語教育が導入されたことにより、少数言語話者
が多数言語話者と自分の母語で会話できるという事態も生じている。 
 このような言語状況は、日本語とアイヌ語、ロシア語とニヴフ語・ユカギール語・イテ
リメン語、漢語とホジェン語といった、千葉大人社研（社文研）でこれまで調査・研究を
行ってきた多数言語と消滅危機言語の関係とは大きく違うものであり、またモンゴル語の
ようにある程度の力を持った少数言語と、絶対的な力を持つ多数言語である漢語の関係と
もまた異なるものである。むしろ、ある意味でかつての日本社会における、漢語と日本語
の関係に近いものがあるかもしれない。かつて日本社会では漢語は政治的支配階層の必須
の教養であり、先進的な知識の大部分もまたそれによって伝えられた。それが漢語の大量
の浸透となって、日本語の姿を大きく変貌させてきた。漢語の浸透は当時の漢語の経済力
によるものであるが、それが日本人のアイデンティティを侵食するものとはとらえられな
かったために、ここまで深く日本語の内部に食い込んだのだと言える。 
スリランカでの英語の影響は、それに比べればまだ日の浅いものであり、また英国に植
民地として支配された歴史から、英語に対するシンハラ語の国語化運動なども行われてき
た。しかし、日常生活における英語の占める位置は、ディサーナーヤカ氏の報告から非常
に大きなものであることが見て取れる。言うまでもなく、このような英語の浸透は、英語
の国際的な地位と深く関係づけられた、経済的な力に支えられたものであると言えるが、
それが今後シンハラ人、タミル人のアイデンティティの問題とどう絡んでいくかによって、
今後、シンハラ語、タミル語が受ける影響度は変わってくるだろう。そのような意味で、
ここは社会言語学的に見て非常に重要な問題をはらんでいる地域である。 
 言葉の研究は、ひとつの地域、ひとつの言語を対象にしていたとしても、その地域、そ
の言語の知見を得るだけの話にはとどまらない。常に人類全体の社会活動のあり方や、人
間の知的行動の原理の解明につながる事実の発見を、可能性として持っているのである。
このプロジェクトの研究論文が、そのような普遍的な問題の解決につながっていくことを、
大いに期待している。 
 なお、漢字と日本語との社会言語学的関係に深く踏み込んだ刺激的な論考として、田中
克彦氏の『漢字が日本語をほろぼす』（角川ＳＳＣ新書、2011）をお勧めしておく。また、
グローバリズムの英語と、日本語を含むそれ以外の言語との関係については、私も参加し
た山口大学でのシンポジウムの報告書、「21 世紀後半の言語」シンポジウム企画班編『21
世紀後半の世界の言語はどうなるのか 情報化・国際化のなかの言語』（明石書店、2005）
で、おもにフィールドワークを専門とする言語学者が討論を行っているので、参照してい
ただきたい。 
